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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成25年9月19日(2013.9.19)

【公開番号】特開2011-53676(P2011-53676A)
【公開日】平成23年3月17日(2011.3.17)
【年通号数】公開・登録公報2011-011
【出願番号】特願2010-184512(P2010-184512)
【国際特許分類】
   Ｇ０２Ｂ   1/04     (2006.01)
   Ｇ１１Ｂ   7/244    (2006.01)
   Ｇ１１Ｂ   7/24035  (2013.01)
   Ｇ０３Ｈ   1/02     (2006.01)
   Ｇ０３Ｈ   1/26     (2006.01)
   Ｇ０２Ｂ   5/32     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０２Ｂ   1/04    　　　　
   Ｇ１１Ｂ   7/24    ５１６　
   Ｇ１１Ｂ   7/24    ５２２Ａ
   Ｇ１１Ｂ   7/24    ５２２Ｚ
   Ｇ０３Ｈ   1/02    　　　　
   Ｇ０３Ｈ   1/26    　　　　
   Ｇ０２Ｂ   5/32    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成25年8月13日(2013.8.13)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
（ａ）光データ記憶媒体を製造する工程であって、ポリマーマトリックスと、三重項励起
に伴って光化学変化を起こして生成物を形成し、もって光データ記憶媒体に屈折率変化を
起こすことができる反応物質と、４０５ｎｍの化学線を吸収して反応物質への上方三重項
エネルギー移動を起こすことができる１種以上の白金エチニル錯体を含有する非線形増感
剤とを含む光データ記憶媒体を製造する工程と、
（ｂ）４０５ｎｍの波長及び閾値を超える強度を有する化学線で前記光データ記憶媒体を
照射することによって光データ記憶媒体にホログラムを記録する工程と
を含む方法。
【請求項２】
　前記１種以上の白金エチニル錯体がｔｒａｎｓ－白金エチニル錯体であって、ビス（ト
リブチルホスフィン）ビス（４－エチニルビフェニル）白金（略号ＰＰＥ）、ビス（トリ
ブチルホスフィン）ビス（４－エチニル－１－（２－フェニルエチニル）ベンゼン）白金
（略号ＰＥ２）、ビス（１－エチニル－４－（４－ｎ－ブチルフェニルエチニル）ベンゼ
ン）ビス（トリ－ｎ－ブチルホスフィン）Ｐｔ（ＩＩ）（略号ｎ－Ｂｕ－ＰＥ２）、ビス
（１－エチニル－４－（４－フルオロフェニルエチニル）ベンゼン）ビス（トリ－ｎ－ブ
チルホスフィン）Ｐｔ（ＩＩ）（略号Ｆ－ＰＥ２）、ビス（１－エチニル－４－（４－メ
トキシフェニルエチニル）ベンゼン）ビス（トリ－ｎ－ブチルホスフィン）Ｐｔ（ＩＩ）
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（略号ＭｅＯ－ＰＥ２）、ビス（１－エチニル－４－（４－メチルフェニルエチニル）ベ
ンゼン）ビス（トリ－ｎ－ブチルホスフィン）Ｐｔ（ＩＩ）（略号Ｍｅ－ＰＥ２）、ビス
（１－エチニル－４－（３，５－ジメトキシフェニルエチニル）ベンゼン）ビス（トリ－
ｎ－ブチルホスフィン）Ｐｔ（ＩＩ）（略号３，５－ｄｉＭｅＯ－ＰＥ２）、ビス（１－
エチニル－４－（４－（Ｎ，Ｎ－ジメチルアミノ）フェニルエチニル）ベンゼン）ビス（
トリ－ｎ－ブチルホスフィン）Ｐｔ（ＩＩ）（略号ＤＭＡ－ＰＥ２）又はこれらの組合せ
を含む、請求項１記載の方法。
【請求項３】
　前記白金エチニル錯体が、ＰＰＥ、ＰＥ２又はこれらの組合せを含む、請求項２記載の
方法。
【請求項４】
　前記光データ記憶媒体が、前記非線形増感剤から反応物質への上方三重項エネルギー移
動を促進する媒介物をさらに含んでいる、請求項１乃至請求項３のいずれか１項記載の方
法。
【請求項５】
　前記媒介物が、アセトフェノン、ジメチルフタレート、ベンゾフェノン、９Ｈ－フルオ
レン、ビフェニル、フェナントレン、１－ナフトニトリル又はこれらの組合せを含む、請
求項４記載の方法。
【請求項６】
　前記反応物質がスチルベン誘導体、シンナメート誘導体、シンナムアミド誘導体又はこ
れらの組合せを含む、請求項１乃至請求項５のいずれか１項記載の方法。
【請求項７】
　前記反応物質がｔｒａｎｓ－スチルベン、ｔｒａｎｓ－メトキシスチルベン又はこれら
の組合せを含む、請求項６記載の方法。
【請求項８】
　前記反応物質が、ポリビニルシンナメート（略号ＰＶＣｍ）、ポリビニル－４－クロロ
シンナメート（略号ＰＶＣｌＣｍ）、ポリビニル－４－メトキシシンナメート（略号ＰＶ
ＭｅＯＣｍ）、（２Ｅ，２’Ｅ）－（（１Ｓ，２Ｓ）－シクロヘキサン－１，２－ジイル
）ビス（３－フェニルアクリレート）、（２Ｅ，２’Ｅ）－（（１Ｓ，２Ｓ）－シクロヘ
キサン－１，２－ジイル）ビス（４－クロロフェニルアクリレート）、（２Ｅ，２’Ｅ）
－（（１Ｓ，２Ｓ）－シクロヘキサン－１，２－ジイル）ビス（４－メトキシフェニルア
クリレート）、（２Ｅ，２’Ｅ）－Ｎ，Ｎ’－（（１Ｓ，２Ｓ）－シクロヘキサン－１，
２－ジイル）ビス（３－フェニルアクリルアミド）、（２Ｅ，２’Ｅ）－Ｎ，Ｎ’－（（
１Ｓ，２Ｓ）－シクロヘキサン－１，２－ジイル）ビス（３－（４－クロロフェニル）ア
クリルアミド）、（２Ｅ，２’Ｅ）－Ｎ，Ｎ’－（（１Ｓ，２Ｓ）－シクロヘキサン－１
，２－ジイル）ビス（３－（４－メトキシフェニル）アクリルアミド）又はこれらの組合
せを含む、請求項６記載の方法。
【請求項９】
　前記ポリマーマトリックスが、ポリ（アルキルメタクリレート）、ポリ（アルキルアク
リレート）、ポリスチレン、ポリカーボネート、ポリアクリレート、ポリ塩化ビニリデン
又はポリ酢酸ビニルを含む、請求項１乃至請求項８のいずれか１項記載の方法。
【請求項１０】
　前記反応物質及び非線形増感剤がポリマーマトリックス全体に均一に分散している、請
求項１乃至請求項９のいずれか１項記載の方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３２】
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　ポリビニルシンナメート及びシンナムアミド類似体の例には、ポリビニルシンナメート
（略号ＰＶＣｍ）、ポリビニル－４－クロロシンナメート（略号ＰＶＣｌＣｍ）、ポリビ
ニル－４－メトキシシンナメート（略号ＰＶＭｅＯＣｍ）、（２Ｅ，２’Ｅ）－（（１Ｓ
，２Ｓ）－シクロヘキサン－１，２－ジイル）ビス（３－フェニルアクリレート）、（２
Ｅ，２’Ｅ）－（（１Ｓ，２Ｓ）－シクロヘキサン－１，２－ジイル）ビス（４－クロロ
フェニルアクリレート）、（２Ｅ，２’Ｅ）－（（１Ｓ，２Ｓ）－シクロヘキサン－１，
２－ジイル）ビス（４－メトキシフェニルアクリレート）、（２Ｅ，２’Ｅ）－Ｎ，Ｎ’
－（（１Ｓ，２Ｓ）－シクロヘキサン－１，２－ジイル）ビス（３－フェニルアクリルア
ミド）、（２Ｅ，２’Ｅ）－Ｎ，Ｎ’－（（１Ｓ，２Ｓ）－シクロヘキサン－１，２－ジ
イル）ビス（３－（４－クロロフェニル）アクリルアミド）、（２Ｅ，２’Ｅ）－Ｎ，Ｎ
’－（（１Ｓ，２Ｓ）－シクロヘキサン－１，２－ジイル）ビス（３－（４－メトキシフ
ェニル）アクリルアミド）が挙げられるが、これらに限らない。これらを以下に示す。
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